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第 358 回研究報告会「静岡市における朝鮮通信使の展開と共
生社会の実現―行政・市民団体・地域組織・在日コリアン団
体の取り組みを中心に―」（７月６日）

魯ゼウォン

本報告は、静岡市を事例に、地方都市における朝鮮通信使と
いう歴史文化資源の今日的意味を把握するものである。朝鮮通
信使とは、徳川家康が朝鮮国との関係回復のため、朝鮮国に要
請した外交使節団であり、江戸時代に 12 回来日した。その後、
朝鮮通信使は埋もれた歴史となったが、1970 年代より在日 2
世学者によって注目され、全国各地で朝鮮通信使の掘り起しが
行われた。そのひとつが静岡市である。

静岡市における朝鮮通信使の取組みは、大きく 1）1990 年代、
2）2000 年代、3）2010 年代以降の 3 つの時期に分けられる。
1）1990 年代は、比較文化学者である在日 2 世の金両基を中
心に、市民団体「静岡に文化の風を」の会が立ち上がり、静岡
固有の歴史として、朝鮮通信使を静岡の人々に広めた時期であ
る。2）2000 年代は、朝鮮通信使をテーマとするイベントが
次々と行われ、市民団体は在日コリアン団体（静岡民団）に朝
鮮通信使イベントへの協力を呼びかけた。在日コリアン団体に
とって朝鮮通信使は、共生社会を実現する資源という意味をも
つ。また朝鮮通信使の詩書が多く遺っている清水区興津地区に
おいては、地域団体「AYU ドリーム」が結成され、地域社会活
動に朝鮮通信使を取り入れるという新たな動きも見られた。3）
2010 年代以降になると、静岡県と静岡市の推進した「家康公
四百年祭」（2015）に釜山市が参加し、それを通じて、静岡市
と釜山市との都市交流が定例化していった。以上の静岡市の朝
鮮通信使は、①多種多様なアクターが協働関係を築く資源、②
都市間交流の資源という 2 つの今日的意味を併せもっていると
いえる。

「2023 年度天理大学アメリカス学会夏期定例研究会」で発表
尾上　貴行

７月 22 日、天理大学において、2023 年度天理大学アメリ
カス学会夏期定例研究会が開催された。報告者の一人として尾
上は、「日系新宗教の海外伝道と日本文化活動―ニューヨーク
天理文化協会とオセアニア出張所を事例として―」という演題
で発表した。本報告では、日系新宗教が海外で布教活動を展開
するうえで、日本文化活動がどのような意味をもつのかについ
て考察することを目的に、日系新宗教の一つであり海外の伝道
地でさまざまな文化活動を行っている天理教に注目し、ニュー

2023 年度公開教学講座のご案内
─ 信仰に生きる『逸話篇』に学ぶ（９）─
2023 年度の公開教学講座は、以下の日程でオンラ
イン配信いたします。
　第１回�６月　�井上昭洋所長�
� � � 167 話「人救けたら」
　第２回�７月　尾上貴行研究員�
� � � 168 話「船遊び」
　第３回�９月　金子昭研究員�
� � � 122 話「理さえあるならば」
　第４回�10 月　澤井治郎研究員� �
� � � 146 話「御苦労さん」
　第５回�11 月　島田勝巳研究員�
� � � 165 話「高う買うて」
　第６回�１月　堀内みどり主任�
� � � 113 話「子守歌」

ヨークにあるニューヨーク天理文化協会とブリスベンにある天
理教オセアニア出張所を事例として取り上げた。

まず天理教の教会本部と海外での日本語教育について概観し
たあとで、ニューヨーク天理文化協会（以降 TCI）とオセアニ
ア出張所（以下 TOC）の概要を説明し、それぞれの日本語教
育の特徴を明らかにした。そのうえで、TCI の日本語学校は広
く地域社会で認知され、地域社会での日本語教育にさまざまな
貢献をしていること、また日本語教育を通じて構築される人的
ネットワークが、天理教ニューヨークセンターの宗教活動にも
有機的に結びつき、天理教の布教伝道においてプラスに働いて
いることを指摘した。一方、TOC 日本語教室は地域社会での認
知度は高いとはいえず、規模の点からも地域社会への大きな貢
献はみられないこと、また天理教の伝道推進においても際だっ
た成果を治めていると言えないとしたうえで、日本語教室提供
はオーストラリアの多文化・多言語・多宗教社会を形成する一
つの要素になっており、日本人布教師が現有する布教活動のた
めの有効な一手段であり、現地社会との接点、地域住民とのか
かわり、天理教紹介の機会創出という点で、天理教の地域社会
への「定着・定住」に寄与していることを明らかにした。

最後に今回の２つの事例から明らかになったことをまとめた
のち、その課題について触れ、本研究の限界と今後の方向性に
ついて述べて発表を締めくくった。発表後には活発な質疑応答
が行われた。


